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認定 CRCの皆さまへ 

この度「認定 CRC通信」を冊子スタイルからメルマガ形式に変更して、認定 CRCの皆さ

まに配信させていただくこととなりました。皆さまに活用いただけるような情報をよりす

ぐってお届けしましたので、ご一読いただけますと幸いです。 

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

_1_「第 15回 CRCと臨床試験のあり方を考える会議 2015 in KOBE」 

―今こそ、Research Integrityについて一緒に考えましょう― 

http://www2.convention.co.jp/crc2015/ 
会議代表 森下典子（国立病院機構大阪医療センター） 

 平成 27年 9月 12日（土）～13日（日）の 2日間、神戸国際展示場

にて「第 15 回 CRC と臨床試験のあり方を考える会議 2015 in KOBE」

を開催いたします。 

 今回のテーマは「Research Integrity ～今、求められているもの

～」です。 

臨床研究や治験に携わっている多くの人達と、立場を超えて「臨床

研究や治験の“Integrity＝公正性や誠実性”のあり方を考える会議にしたい」との思いを

込めました。 

プログラム委員長は松嶋由紀子さん（慶應義塾大学薬学部）、運営委員長は河野健一さん

（（公財）先端医療振興財団）にお願いし、プログラム委員会は、産・学・官そして一般

の立場から、臨床試験や治験に熱い思いを持っている総勢 20名で構成しています。毎年会

議終了後のアンケートでは「会議内容が多すぎる。」「スケジュールがハード」と言った

ご意見をいただくのですが、今年はさらにプログラム内容が充実しており、例年以上にタ

イトになってしまっている感があります。このことを、予めお断りしておきます。平成 27

年は臨床試験や治験を取り巻く環境が大きく変化している年でもありますので、ご理解い

ただければ幸いです。 

また今回は、ポスター前での発表と質疑応答を予定しています。併せて、一般演題の投稿

用ガイドラインを改訂していますので、例年よりも少しハードルが高いと感じられるかも

しれませんが、その内容は通常の学会と同レベルです。発表もご自身のスキルアップのた

め必要と考え、設けました。どうか積極的にご応募してくださることを願っています。 

（抄録締切：6月 17 日（水）※期間延長は設けませんのでご注意ください。） 

http://www2.convention.co.jp/crc2015/subjects.html 
そして、今回のユニークな取組みの１つとして、皆様の職場風景の写真をお送りいただき、

会議期間中、セッションの合間の時間等にスクリーンに流す予定にしています。研究者、

CRC、CRA、DM、そして被験者の方々との笑顔の１ショットを是非お送りください。Research 

http://www2.convention.co.jp/crc2015/
http://www2.convention.co.jp/crc2015/subjects.html


Integrityの実現には組織のチームワークは欠かせないと考えています。本会議参加者全員

で、互いの素敵な職場を共有しあって、元気になる会議にしたいと考えています。 

 このように第 15回会議は、皆様と共に作り上げ、日本の臨床研究が公正に誠実に実施さ

れるよう、それぞれの立場でやるべきことは何かを真摯に考えていくことを目指していま

す。 

また、あり方会議は、今年、文部科学省、厚生労働省、神戸市から初めて後援をいただ

きました。臨床試験に携わる専門職として、職場等で本会議の説明をする際には、行政か

らの期待も大きい会議であることを是非アピールいただきたいと思います。 

そして、皆様にお願いです。あり方会議の事前参加登録期間は 7月 31日までですが、ど

うかお早目に申込んでいただきますようお願いします。 

http://www2.convention.co.jp/crc2015/entry.html 
最後に、あり方会議 15 回目にして初めての関西での開催です。おしゃれな神戸の街並み

とスウィーツも是非楽しんでいただき、メリハリのある 2日間となりますことを願ってい

ます。 

 皆様方のお越しを運営委員会・プログラム委員会一同、心よりお待ちしています。 

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

_2_（連載）臨床薬理専門医から認定 CRCに対するメッセージ＜第 1回＞ 

 “認定CRC通信”の再開に期待；コミュニティの輪を拡げよう！ 

山田 浩（静岡県立大学薬学部 医薬品情報解析学分野） 

今年から本学会の認定 CRC 制度委員会の委員長を務めております静

岡県立大学の山田です。本学会の認定 CRC は徐々に合格者が増えつつ

ありますが、その制度の更なる充実と、CRCの皆さんのスキルアップに

お役に立てる様、尽力していきたいと思いますので、どうぞよろしく

ご支援の程お願いいたします。 

さて、本学会の認定 CRC試験は合格率が 7～8割程度に推移しており、難関に属する試験

だと思います。最近の薬剤師国家試験の合格率（約 6割）とまではいかないまでも、CRCと

しての日頃の研鑽と試験勉強がないと合格が難しい試験といえます。認定 CRCの皆さんは、

その難関を超えて認定を獲得しておりますので、本学会の認定 CRCであることを是非、誇

りに思い、社会に向かってアピールしていただければと思います。実際、治験を始め臨床

試験を計画・実施する上において、CRCの存在、さらに本学会の認定 CRCが何人いるかとい

ったことが質の担保につながると言われる状況も往々にしてあります。 

現在、認定 CRC 数は、第 1回から昨年の第 11回までの認定 CRC試験の合格者数でみます

と 1978 名となります。この数は、認定 CRCと同じく学会が試験を行い認定している専門医

や認定薬剤師の合格者数 528名と比べても引けをとらない、と言うよりむしろ群を抜いて

いる数であります。しかし一方で、現在、登録されている認定 CRC数は 1510名であり、認

定 CRC試験の合格者が必ずしもそのまま全て認定を継続しているとは限らず、継続を困難

とする諸事情があることも指摘されています。さらに、その中で本学会の会員は 484名と

少なくなります（以上のデータ；2015年 5月 18日、学会事務局調べ）。 

このたび、2012 年 6月の発刊からしばらく途絶えておりました“認定 CRC通信”が冊子

体からメルマガ形式の web版として再開することになりました。PC（パーソナルコンピュ

ータ）を利用したインターネットの普及やスマホが日常的となった時代にマッチした、大

http://www2.convention.co.jp/crc2015/entry.html


変良いリフォームだと思います。これにより、認定 CRCのスキルアップに有用な情報の連

絡がタイムリーに伝わり、認定 CRC同士の交流が活発に行われ、治験を含む臨床研究の質

を高めていただくことを願ってやみません。 

 最後になりますが、本学会は、医師、薬剤師、CRC、CRA他さまざまな職種や職域との学

術的な交流を行っております。CRCとしてのスキルアップのため、学会に入っておられない

方は是非これを機会に入会し、コミュニティの輪を拡げていただければと思います。今年、

12月 9-11日には新宿・京王プラザにおいて、第 36回日本臨床薬理学会学術総会も開催さ

れます。こちらも、是非、ご参加をよろしくお願いいたします。 

http://jscpt2015.org/index.html 
☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

_3_ CRC海外研修報告書 

2014年度日本臨床薬理学会 CRC海外研修報告書-オランダから学び得た新たな視点とこれ

からの課題-が公表されています。 

国際共同治験が増える中で、国際的な治験や臨床研究の環境を知ることは CRC にとって

貴重な機会となります。 

https://www.jscpt.jp/seido/kaigai/crc_training_report.html 
2015 年度の CRC 海外研修員募集は終了してしまいましたが、来年に向けて、今から英語

の学習を始めましょう！ 

https://www.jscpt.jp/seido/kaigai/crc_kensyu.html 
☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 

_4_ 学会の認める研修会・講習会  -最新号からご確認下さい-

https://www.jscpt.jp/seido/crc/kensyu_list.html 
認定更新に必要なポイントは５年間で 100 点以上です。

https://www.jscpt.jp/seido/crc/saisoku.html 
更新に向けて、こつこつポイントを貯めましょう！

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 

_5_ 求人募集情報  -最新号からご確認下さい-

https://www.jscpt.jp/recruit/index.html 
CRC募集がたくさんあります。

あなたに合った職場を探してみてはいかがですか？

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

_6_ 2015年 認定 CRC 更新手続き 

https://www.jscpt.jp/seido/crc/koushin.html 
今年が認定更新の方は手続きをお忘れなく 

更新申請書類の提出期間は 2015 年 7月 15日(水)から 8月 31 日(月)までです。 

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

_7_ 第 11回認定 CRC試験合格者・認定 CRC更新者一覧 

https://www.jscpt.jp/seido/crc/meibo.html 
あなたのお知り合いが認定 CRCの仲間入りをしているかも 

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆

★編集後記★

約３年ぶりに「認定 CRC通信」を皆さまの元にお届けできて、編集委員一同ホッとしてい

http://jscpt2015.org/index.html
https://www.jscpt.jp/seido/kaigai/crc_training_report.html
https://www.jscpt.jp/seido/kaigai/crc_kensyu.html


ます。この「認定 CRC通信」をより活用いただけるツールとして育ていくために、認定 CRC

の皆さまのご意見等を反映して編集させていただきますので、ご意見・ご希望などを学会

事務局までお寄せください。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

最後に、気温の変動の大きい季節ですので、皆さまご自愛ください。 

認定 CRC編集委員長 榎本有希子 

☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 
★編集・発行★ 
発行日：2015年 6月 15日 

編集：日本臨床薬理学会 認定 CRC 通信編集員会 

榎本有希子、河野健一、日比野文代、深川良美、前田実花（五十音順） 

発行：日本臨床薬理学会 認定 CRC 制度委員会 

発行人：日本臨床薬理学会 認定 CRC制度委員長 山田浩 

★連絡先★ 
一般社団法人 日本臨床薬理学会（事務局） 
メールアドレス mailto:clinphar@jade.dti.ne.jp 
〒113-0032 東京都文京区弥生 2-4-16 学会センタービル 
TEL：03-3815-1761、FAX：03-3815-1762 

URL：https://www.jscpt.jp/ 
※本メールに返信されても内容を確認することができません。 
回答が必要な場合は、日本臨床薬理学会事務局までご連絡ください。 

★連絡・相談、メ－ルアドレス変更、配信停止★ 
日本臨床薬理学会事務局にメールにてご連絡ください。 

■ 記事の無断転載はお断りいたします ■ 
☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 

mailto:clinphar@jade.dti.ne.jp
https://www.jscpt.jp/

